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連絡誘導路 桟橋部 構造図
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連絡誘導路 桟橋部のイメージ図
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連絡誘導路 桟橋部床版の構造概要

PCa床版

PCa受梁

PCa受梁

“PCa床版-PCa床版“間詰

“PCa受梁-PC受梁“間詰

“PCa床版-PC受梁“間詰現場作業の低減し，
工程遅延リスクを回避

↓
部材のプレキャスト化



連絡誘導路 桟橋部床版のPC鋼材配置概要

床版軸方向ケーブル

受梁２次ケーブル 受梁１次ケーブル

床版横締めケーブル

床版プレテンション
ケーブル



連絡誘導路桟橋部の留意点および対応策

床版下面は潮風を
直接受ける厳しい
塩害環境

床版下面
の耐久性

・床版下面および側面のかぶり
エポキシ樹脂塗装鉄筋＋かぶり70mm

・ひび割れを許容しないPC構造設計

PCa部材を使用す
るため現場打ち間
詰部が発生

間詰部
の耐久性

・鉄筋による連続化
・PC鋼材配置によるプレストレス導入

・膨張コンクリートの使用

誘導路方向に主梁
を配置した１方向
梁スラブ

誘導路直角方
向の剛性確保

・床版が杭部に先行して塑性化させない
・直杭式桟橋部では横桁の設置

条 件 留意点 対 応 策

異なる杭頭構造へ
の対応。PCa部材
と下部工の接合。

杭頭構造
の選定

・各桟橋構造の条件に適した杭頭構造の採用
・杭頭構造の確認実験の実施



杭頭構造（１）
直杭式桟橋部：リブ付き二重鋼管接合構造

両面リブ付鋼管
（外側鋼管）

外面リブ付鋼管
（内側鋼管）

鋼管杭φ1219×ｔ24

ジャケット式桟橋部：鉄筋コンクリート構造

杭頭部主鉄筋

ジャケットレグ
鋼管φ1372～1524



杭頭構造（２）
直杭式桟橋部：リブ付き二重鋼管接合構造

両面リブ付鋼管
（外側鋼管）

外面リブ付鋼管
（内側鋼管）

φ1219×ｔ24

ジャケット式桟橋部：鉄筋コンクリート構造

杭頭部主鉄筋

・地震時に杭頭部で鋼管は塑性
・RC構造で鋼管と同等以上の曲げ耐力
の確保は不可能

・地震時の杭頭部曲げモーメントは直杭
式桟橋部に比べて小さい
・RC構造（D38ctc150）で曲げ耐力の確
保が可能

・鋼管を上部工に埋設する構造を採用
・一般部の桁高1.5ｍで杭頭構造が成立

選定
理由

・受梁の一般部の桁高1.5ｍには埋込む
ことが出来ない。桁高80cmUPが必要
・採用は直杭式桟橋部のみ



 

杭頭接合部の施工手順（直杭式桟橋部）

杭頭部中詰めコンクリート

間詰めコンクリート打設

両面リブ付鋼管
（外側鋼管）

外面リブ付鋼管
（内側鋼管）

PCa受梁

外側鋼管

内側鋼管



杭頭接合部の施工手順（ジャケット式桟橋部）

杭頭部主鉄筋

 

間詰めコンクリート打設

PCa受梁

ジャケットレグ



杭頭構造確認実験

１．リブ付き二重鋼管接合構造：引抜き実験

２．直杭式桟橋部 水平載荷実験

３．ジャケット式桟橋部 水平載荷実験



引抜き実験の必要性

 

軸力

PCa床板
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引抜き実験の必要性

リブ付き鋼管

（一体成形）

溶接によるリブ

実構造に採用

がないので

リブ付き鋼管

（一体成形）

溶接によるリブ
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9mm
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既往の知見

ｈ/Sv=0.10 最適

実構造のリブ形状

ｈ

Sv

ｈ/Sv=0.098 実構造

実験 h=6mm 実験 Sv=60mm ｈ/Sv=0.10 実験

2／3モデル



引抜き実験の概要
CL

鋼管：I812, t=25 
(SM400)
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引抜き実験の結果
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杭頭構造の水平載荷実験

PCa受梁 PCa床版反力ブロック

横梁
両面リブ付き鋼管

外面リブ付き鋼管

PCa受梁
PCa床版

両面リブ付き鋼管 外面リブ付き鋼管

反力ブロック

クレビス

横梁

 

RCはり 

鋼管 

H形鋼 
試験断面 

RCはり 

試
験
体 

直杭式桟橋部：リブ付き二重鋼管接合構造 ジャケット式桟橋部：鉄筋コンクリート構造



床版施工方法（１）
STEP 1：1径間目（受梁・床版架設，間詰めコン打設）

STEP 2：２～３径間目（受梁・床版架設，間詰めコン打設）
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床版施工方法（２）

STEP 3：架設機械組立て完了後、受梁の架設（２径間毎）

STEP 4：プレキャスト版の架設

接続部現空港

橋
梁
部

架設方向

水きりクレーン

PCa受梁運搬台車

PCa受梁架設ガーダー

トランスファークレーン



床版施工方法（３）

STEP 5：場所打ちコンクリート打設

STEP 6：ガーダ－移動

STEP ３：受梁の架設へ


